
まんがでたどる北区と戦争　第 1 話まんがでたどる北区と戦争　第 1 話

変わりゆく暮らし変わりゆく暮らし第１章第１章

まんがでたどる北区と戦争　第 2 話まんがでたどる北区と戦争　第 2 話
迫りくる戦火迫りくる戦火第２章第２章

まんがでたどる北区と戦争　第 3 話まんがでたどる北区と戦争　第 3 話

焼け跡からの出発焼け跡からの出発第３章第３章

まんがでたどる北区と戦争　エピローグまんがでたどる北区と戦争　エピローグ

平和な未来へむかって平和な未来へむかって

せませま
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和
暦

年

西　
暦

北　
区

日
本
と
世
界
の
動
き

明
治

5

1
8
7
2

赤
羽
の
台
地
上
に
陸
軍
の
火
薬
庫
が
設
置
さ
れ
る

10

1
8
7
7

滝
野
川
村
（
現
在
の
滝
野
川
1
～
7
丁
目
あ
た
り
）
で
火
薬
工
場
の
建
設
が
始
ま
る

20

1
8
8
7

近こ
の

衛え

工
兵
隊
・
第
一
師
団
工
兵
第
一
大
隊
が
大
手
町
か
ら
赤
羽
台
に
移
転
す
る

24

1
8
9
1

赤
羽
台
に
軍
服
な
ど
を
扱
う
被ひ

服ふ
く

廠し
ょ
う

の
倉
庫
が
完
成
す
る

27

1
8
9
4

日
本
が
清
（
中
国
）
に
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

す
る
《
日
清
戦
争
》

32

1
8
9
9

西
ケ
原
に
海
軍
の
下し

も

瀬せ

火
薬
製
造
所
が
建
て
ら
れ
る
（
1
9
3
1
年
京
都
府
舞ま

い

鶴づ
る

市
へ

移
転
）

37

1
9
0
4

王
子
の
火
薬
製
造
所
が
豊
島
に
六
万
坪
の
用
地
を
取
得
し
拡
張
す
る
（
貯
弾
場
）

日
本
が
ロ
シ
ア
を
攻
撃
し
、
宣
戦
布
告
す
る
《
日に

ち

露ろ

戦
争
》

38

1
9
0
5

東
京
砲ほ

う

兵へ
い

工こ
う

廠し
ょ
う

銃じ
ゅ
う

包ほ
う

製
造
所（
弾
丸
を
作
る
工
場
）が
十
条
台（
現
在
の
北
区
中
央
公
園
、

十
条
駐
屯
地
付
近
）
に
移
転
す
る

板
橋
火
薬
製
造
所
が
稲い

な

付つ
け

に
射し

ゃ

撃げ
き

場じ
ょ
う

を
設
置
す
る

大
正

3

1
9
1
4

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
日
本
も
参
戦
す
る
（
1
9
1
8
年
11
月
終
結
）

8

1
9
1
9

本
所
区
（
墨
田
区
）
に
あ
っ
た
陸
軍
被ひ

服ふ
く

本ほ
ん

廠し
ょ
う

が
赤
羽
に
移
転
す
る

14

1
9
2
5

国
民
の
行
動
を
制
限
す
る
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

が
定
め
ら
れ
る

昭
和

6

1
9
3
1

中
国
の
柳り

ゅ
う

条じ
ょ
う

湖こ

近
く
で
「
南
満
州
鉄
道
」
が
爆
破
さ
れ
る
《
満ま

ん

州し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

》

7

1
9
3
2

王
子
区
・
滝
野
川
区
が
で
き
る

海
軍
将
校
た
ち
が
首
相
官
邸
を
襲
っ
て
犬い

ぬ

飼か
い

毅つ
よ
し

首
相
を
暗
殺
す
る
《
五・一
五
事
件
》

8

1
9
3
3

王
子
区
防
護
団
（
防
災
活
動
を
行
う
団
体
）
の
発
団
式
が
行
わ
れ
る

日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る

10

1
9
3
5

飛
行
機
「
王
子
機
」
の
命
名
式
が
北
町
（
神
谷
3
丁
目
）
広
場
で
行
わ
れ
る

11

1
9
3
6

赤
羽
の
工
兵
第
一
大
隊
が
「
満
州
」
へ
出し

ゅ
っ

征せ
い

、
周
辺
町
会
ら
が
部
隊
を
見
送
る

陸
軍
の
青
年
将
校
た
ち
が
部
下
を
率
い
て
反
乱
を
起
こ
す
《
二・二
六
事
件
》

12

1
9
3
7

家
庭
防
火
群
（
防
空
防
火
対
策
を
行
う
団
体
）
結
成
、
焼
夷
弾
の
実
験
が
荒
川
放
水
路

で
行
わ
れ
る

中
国
の
廬ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

で
日
本
と
中
国
の
軍
隊
が
戦
う
《
日
中
戦
争
開
始
》

13

1
9
3
8

灯
火
管
制
、
戦
争
の
支し

援え
ん

の
た
め
の
廃
品
回
収
や
出
征
家
族
の
自
宅
訪
問
が
行
わ
れ
る

国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
、
戦
争
を
支
え
る
た
め
に
国
中
の
人
々
や
物
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る

14

1
9
3
9

防
護
団
が
解
散
し
、
警
防
団
が
新
た
に
組
織
さ
れ
る

ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
進
行
を
開
始
す
る
《
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
》

15

1
9
4
0

砂
糖
・
マ
ッ
チ
の
配
給
制
度
が
開
始
、
や
が
て
食
品
や
日
用
品
も
対
象
に
な
る

9
月　
日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
間
で
日
独
伊
三
国
同
盟
が
結
ば
れ
る

16

1
9
4
1

東
京
市
が
北
谷
端
公
園
用
地
・
志
茂
町
公
園
用
地
を
防
空
用
地
と
し
て
買
収
す
る

4
月　
尋じ

ん

常じ
ょ
う

小
学
校
が
国
民
学
校
に
改
め
ら
れ
る

北
区
戦
争
関
連
年
表

和
暦

年

西　
暦

北　
区

日
本
と
世
界
の
動
き

昭
和

16

1
9
4
1

王
子
公
園
に
高
射
砲
陣
地
（
飛
行
機
を
打
ち
落
と
す
大
砲
）
が
つ
く
ら
れ
る

12
月　
日
本
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
空
襲
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
宣
戦
布
告

す
る
《
太
平
洋
戦
争
開
始
》

17

1
9
4
2

王
子
区
役
所
で
陸
軍
女
子
挺て

い

身し
ん

隊た
い

（
工
場
な
ど
で
働
く
未
婚
女
性
の
組
織
）
の
結
成
式

が
行
わ
れ
る

4
月　
東
京
に
初
の
空く

う

襲し
ゅ
う

が
行
わ
れ
る

王
子
・
滝
野
川
両
区
で
防
衛
課
・
戦
時
生
活
課
等
が
設
置
さ
れ
、
戦
争
へ
の
備
え
が
強

化
さ
れ
る

6
月　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
が
大
敗
す
る

18

1
9
4
3

滝
野
川
・
王
子
両
区
内
に
空
襲
に
備
え
る
た
め
の
空
地
地
区
を
指
定
す
る

7
月　
東
京
府
・
市
を
廃
止
し
て
東
京
都
と
な
る

8
月　
空
襲
に
備
え
て
上
野
動
物
園
の
ゾ
ウ
や
ラ
イ
オ
ン
な
ど
の
猛
獣
の
殺
処
分
が
始

ま
る

区
内
各
所
に
防
空
壕ご

う

や
防
火
用
貯
水
池
が
建
設
さ
れ
る

9
月　
イ
タ
リ
ア
が
無
条
件
降
伏
す
る

19

1
9
4
4

東
京
都
が
防
空
用
地
と
し
て
王
子
公
園
を
買
収
す
る

10
月　
神
風
特
別
攻
撃
隊
が
飛
行
機
で
の
体
当
た
り
攻
撃
を
開
始
す
る

区
内
の
各
国
民
学
校
が
地
方
へ
の
学
童
集
団
疎そ

開か
い

を
実
施
す
る

12
月　
建
物
の
強
制
疎
開
が
始
ま
る

12
月
3
日　
北
区
で
初
め
て
本
格
的
な
空
襲
に
よ
る
被
害
が
出
る

飛
鳥
山
公
園
に
空く

う

襲し
ゅ
う

避ひ

難な
ん

用
横
穴
式
防
空
壕
が
掘
ら
れ
る

20

1
9
4
5

2
月
19
日　
東
京
の
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
豊
島
地
域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
る

3
月
9
～
10
日　
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
東
京
大
空
襲
、
下
町
を
中
心
に
壊か

い

滅め
つ

的
な
被

害
が
生
じ
る

4
月
13
～
14
日　
空
襲
で
王
子
・
滝
野
川
両
区
で
大
き
な
被
害
が
出
る
《
城
北
空
襲
》

4
月　
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
本
土
に
上
陸
す
る

8
月
10
日　
空
襲
に
よ
り
、
十
条
・
稲い

な

付つ
け

・
袋
町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
る

5
月　
ド
イ
ツ
が
無
条
件
降
伏
す
る

戦
災
死
者
の
遺
体
を
神
谷
公
園
に
仮
埋ま

い

葬そ
う

す
る
（
1
9
4
9
年
、
東
京
都
慰い

霊れ
い

堂ど
う

へ
改

め
て
埋
葬
）

8
月
6
日　
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る

8
月
9
日　
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る

8
月
15
日　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ソ
連
が
降
伏
を
よ
び
か
け
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

日
本
が
受
け
入
れ
る
《
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
》

昭
和

20

1
9
4
5

近こ
の

衛え

工
兵
隊
跡
地
に
国
立
王
子
病
院
（
現
在
の
東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
）
が
開
設
さ

れ
る

G
H
Q
（
※
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
し
た
国
々
が
、
日
本
を
ど
の
よ
う
に
復
興
さ
せ
る
か

を
決
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
）
の
指
示
に
よ
り
、
戦
争
に
か
か
わ
る
様
々
な
こ
と

が
廃
止
さ
れ
、
民
主
化
が
進
め
ら
れ
る

疎
開
し
て
い
た
学
童
が
北
区
に
戻
る

10
月　
国
際
連
合
が
で
き
る

21

1
9
4
6

赤
羽
復
興
会
商
店
街
商
業
協
同
組
合
（
赤
羽
一
番
街
商
店
街
）
が
結
成
さ
れ
る

5
月　
戦
争
を
進
め
た
日
本
の
指
導
者
た
ち
の
裁
判
が
開
始
さ
れ
る

11
月　
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る
（
翌
年
5
月
施
行
）

22

1
9
4
7

学
校
給
食
用
と
し
て
連
合
軍
の
放
出
物
資
が
配
給
さ
れ
る

旧
町
内
会
・
隣
組
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
る

3
月
15
日　
王
子
区
・
滝
野
川
区
が
合
ぺ
い
し
、
北
区
が
成
立
す
る

小
学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
の
義
務
教
育
が
始
ま
る

戦　後
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和
暦

年

西　
暦

北　
区

日
本
と
世
界
の
動
き

昭
和

23

1
9
4
8

陸
軍
火
薬
庫
跡
地
に
都
営
住
宅
の
建
設
が
始
ま
る

26

1
9
5
1

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
話
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
が
結
ば
れ
る

27

1
9
5
2

G
H
Q
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
が
独
立
す
る

30

1
9
5
5

工
兵
隊
跡
地
に
都
営
桐
ケ
丘
住
宅
団
地
の
建
設
が
決
定
す
る
（
1
9
5
7
年
よ
り
工
事

開
始
）

31

1
9
5
6

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟
す
る

33

1
9
5
8

T
O
D
（
東
京
兵
器
補ほ

給き
ゅ
う

廠し
ょ
う

）
第
４
地
区
と
な
っ
て
い
た
東
京
第
一
陸
軍
造ぞ

う

兵へ
い

廠し
ょ
う

跡
地

に
自
衛
隊
が
入
所
、
翌
年
、
活
動
を
開
始
す
る

35

1
9
6
0

日
米
相
互
協
力
お
よ
び
安
全
保
障
条
約
（
新
安
保
条
約
）
が
結
ば
れ
る

37

1
9
6
2

北
区
役
所
と
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
北
区
日
米
連
絡
協
議
会
が
開
か
れ
る

38

1
9
6
3

被
服
本
廠
跡
地
に
赤
羽
台
団
地
が
完
成
す
る

39

1
9
6
4

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

40

1
9
6
5

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
武
力
介
入
を
始
め
る
（
1
9
7
5
年
終
結
）

41

1
9
6
6

ア
メ
リ
カ
軍
が
地
図
局
跡
（
キ
ャ
ン
プ
王
子
）
に
陸
軍
野
戦
病
院
の
建
設
を
始
め
る

43

1
9
6
8

ア
メ
リ
カ
軍
の
王
子
野
戦
病
院
設
置
に
反
対
す
る
デ
モ
隊
と
警
官
隊
が
衝
突
す
る

小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る

王
子
野
戦
病
院
の
開
所
式
が
行
わ
れ
る

46

1
9
7
1

キ
ャ
ン
プ
王
子
が
日
本
政
府
へ
全
面
返
還
さ
れ
る

47

1
9
7
2

沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る

49

1
9
7
4

飛
鳥
山
公
園
に
平
和
の
女
神
像
を
建
て
る

56

1
9
8
1

キ
ャ
ン
プ
王
子
跡
地
に
中
央
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る

61

1
9
8
6

北
区
平
和
都
市
宣
言

平
成

2

1
9
9
0

北
と
ぴ
あ
開
館
、
正
面
玄
関
前
に
平
和
祈
念
像
を
建
て
る

11

1
9
9
9

赤
羽
自
然
観
察
公
園
内
に
平
和
の
森
を
建
設
す
る

20

2
0
0
8

旧
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠
の
工
場
（
2
7
5
号
棟
）
が
北
区
立
中
央
図
書
館
の
一
部
と

し
て
保
存
・
活
用
さ
れ
る　
※（　
）内
の
号
棟
番
号
は
戦
後
に
使
わ
れ
た
通
称

令
和

3

2
0
2
1

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

6

2
0
2
4

平
和
の
女
神
像
創
建
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る

8

2
0
2
6

３
月　
北
区
平
和
都
市
宣
言
40
周
年
、
戦
後
80
年
誌
を
発
刊
す
る

戦　後

column 　コラム

地
図
の
番
号
1
か
ら
15
ま
で
、北
区
に
は
軍
の
施し

設せ
つ
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

表
に
あ
る
施
設
の
名
前
は
、
終
戦
時
の
名
前
で
、
つ
く
ら
れ
た
当
時
は
別
の

名
前
だ
っ
た
施
設
も
あ
り
ま
す
。

最
初
に
で
き
た
軍
事
施
設
は
、
15
東
京
第
二
陸
軍
造ぞ
う
兵へ
い
廠し
ょ
う

板
橋
工
場
と
6

陸
軍
兵
器
補ほ

給き
ゅ
う

廠し
ょ
う

赤
羽
火か

薬や
く
庫こ

で
、
明
治
5
年
（
１
８
７
２
）
か
ら
土
地

の
準
備
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。15
は
兵
器
に
必
要
な
火
薬
を
つ
く
る
工
場
で
、

６
は
つ
く
ら
れ
た
火
薬
を
保
管
す
る
倉
庫
で
し
た
。

地
図
を
み
る
と
、
北
区
の
中
あ
た
り
の
10
～
15
は
、
兵
器
を
作
る
施
設
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠
十
条
工
場
は
、
鉄て
っ

砲ぽ
う

や
大た
い

砲ほ
う

の
弾た
ま
を
つ
く
る
工
場
で
し
た
。
い
ま
の
中
央
図
書
館
は
10
の
な
か
の
工
場

だ
っ
た
建
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
北
の
方
の
６
～
９
は
、
倉
庫
が
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
7
陸
軍
被ひ

服ふ
く

本ほ
ん

廠し
ょ
う

は
、
軍
服
や
く
つ
を
つ
く
っ
た
り
保
管
し
て
全

国
の
兵
士
へ
発
送
し
ま
し
た
。
8
陸
軍
兵
器
補
給
廠
は
、
10
で
つ
く
ら
れ
た

兵
器
の
倉
庫
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
軍
専
用
の
貨
物
線
で
結
ば
れ
、

汽
車
で
物
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
北
の
１
～
５
は
１
第
一
師し

団だ
ん
工

兵
第
一
大
隊
と
3
近こ
の
衛え

工
兵
第
一
連
隊
と
い
う
二
つ
の
工
兵
隊
が
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
工
兵
隊
と
は
、
戦
い
の
た
め
に
必
要
な
陣じ
ん

地ち

を
つ
く
っ
た
り
道

や
橋
を
つ
く
る
兵
隊
で
す
。

北
区
に
あ
っ
た
軍
の
施し

設せ
つ

終戦時の旧軍用地（『北区史』通史編近代より転載）
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ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
の
日
本
研
究
者
で
す
。日
本
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

89
歳
で
日
本
国こ
く
籍せ
き
を
取
得
し
て
日
本
人
と
な
り
、

平
成
31
年
（
２
０
１
９
）
2
月
に
96
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
45
年
間
も
北
区
西
ケ
原
で
暮
ら
し
ま
し

た
。キ

ー
ン
さ
ん
は
、
戦
争
嫌
い
の
平
和
主
義
者
で

し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
百
科
事
典
の
「
戦
争

（
W
a
r
）」
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
す
ら
怖
か
っ

た
ほ
ど
で
す
。
で
も
太
平
洋
戦
争
で
は
、
ア
メ
リ

カ
海
軍
に
入
隊
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
18
歳
の

と
き
に
出
会
っ
た
日
本
の
古
典
文
学
に
あ
り
ま

す
。
当
時
、
キ
ー
ン
さ
ん
は
日
本
を
恐
ろ
し
い
軍

事
国
家
だ
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、英
語
で
読
ん
だ
『
源

氏
物
語
』
に
書
か
れ
て

い
た
の
は
戦
い
や
暴
力

ド
ナ
ル
ド・キ
ー
ン 

さ
ん
を 

知
っ
て
い
ま
す
か 

？

で
は
な
く
、

美
し
い
平

和
な
世
界
で
し
た
。『
源
氏
物
語
』
の
世
界
に
心

を
奪う
ば
わ
れ
た
キ
ー
ン
さ
ん
は
、
日
本
文
化
へ
の
関

心
を
深
め
、
日
本
語
を
学
び
た
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
う
し
て
キ
ー
ン
さ
ん
は
海
軍
日
本
語
学
校
に

入
学
し
、
た
っ
た
11
か
月
で
日
本
語
の
読
み
書
き

を
習
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
語
学
将
校
と
し

て
日
本
兵
の
日
記
を
読
ん
だ
と
き
、
キ
ー
ン
さ
ん

は
、
死
を
覚
悟
し
た
兵
士
の
人
間
ら
し
い
心
に
ふ

れ
、
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
捕ほ

虜り
ょ

の
日

本
人
兵
士
に
も
公
平
に
優
し
く
接
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
あ
る
捕
虜
が
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
聴

け
な
く
て
寂
し
い
」
と
い
う
の
を
聞
き
、

そ
の
兵
士
た
ち
の
た
め
に
、
こ
っ
そ
り

レ
コ
ー
ド
演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。キ
ー

ン
さ
ん
は
敵
で
あ
っ
て
も
、
人
間
と
し

て
相
手
を
尊そ
ん

重ち
ょ
う

し
た
の
で
す
。 

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
キ
ー
ン
さ
ん
は
さ
ら
に

日
本
研
究
を
深
め
ま
す
。
日
本
文
学
の
翻
訳
の
ほ

か
英
語
で
著ち
ょ

作さ
く

を
執し
っ

筆ぴ
つ

し
て
世
界
中
の
人
々
に
日

本
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
日
本
の
作
家
と
も
交

流
し
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
の
間
に
橋
を
か

け
ま
し
た
。
違
う
国
や
違
う
文
化
を
持
つ
人
同
士

で
も
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
で
世
界
に
平

和
が
広
が
る
―
―
そ
の
こ
と
を
、
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
た
の
で
す
。　
　
　
　

平成 25 年（2013）1 月 24 日　
北区立中央図書館ドナルド・キーンコレク
ションコーナー開設記念式典にて。

昭和 18 年（1943）8 月　エイダック島にて（ドナルド・キーン記念財団提供）
アッツ島攻撃後に上陸したエイダック島で、ドナルド・キーンさん（後列左）と
オーティス・ケーリさん（後列右）右手に銃、左脇に辞書を抱えている。

日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
・
北
村
西
望
さ
ん
は
、

平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
多
く
残
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
望
さ
ん
は
大
正
５
年

（
1
9
1
6
）
か
ら
37
年
間
、
北
区
の
上
中
里
や
西

ケ
原
の
ア
ト
リ
エ
を
拠き
ょ
点て
ん
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
25
年（
1
9
5
0
）に
は
、長
崎
市
か
ら「
原

爆
犠ぎ

牲せ
い
者し
ゃ
の
冥め
い
福ふ
く
を
祈
る
記
念
碑
」
の
制
作
依
頼

が
届
き
ま
す
。
構
想
の
な
か
で
西
望
さ
ん
は
、
人

類
が
平
和
を
実
現
で
き
な
い
現
状
に
目
を
向
け
ま

し
た
。
平
和
の
実
現
に
は
、
人
種
・
国こ
く

籍せ
き

・
宗
教

を
超
え
た
特
別
な
存
在
が
必
要
だ
と
考
え
、
そ
の

平
和
祈き

念ね
ん

像ぞ
う

に
込
め
た

北
村
西せ

い

望ぼ
う

さ
ん
の
想
い
と
は
!? 

姿
を
平
和
祈
念
像
で
表
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

制
作
す
る
長
崎
の
平
和
祈
念
像
は
、
高
さ
9
・

7
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
当
時
の
西
ケ
原
の
ア
ト

リ
エ
に
は
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
巨
大
な
も
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
西
望
さ
ん
は
、
大
き
さ
を
妥
協
す

る
こ
と
な
く
、
井
の
頭
公
園
内
に
新
し
い
ア
ト
リ

エ
を
建
て
、
生
活
の
場
を
移
し
て
ま
で
制
作
を
続

け
ま
し
た
。一
度
見
た
ら
誰
も
が
記
憶
に
と
ど
め
、

平
和
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
想

い
で
、
西
望
さ
ん
は
こ
の
巨
大
な
平
和
像
を
完
成

さ
せ
た
の
で
し
た
。

平
和
祈
念
像
と
い
う
名
前
に
も
、
西
望
さ
ん
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
は
、
ま
だ

真
の
平
和
が
訪
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
記
録
と

し
て
の
「
記
念
」
で
は
な
く
、
祈
り
続
け
る
「
祈

念
」と
い
う
字
を
選
び
、こ
の
名
を
付
け
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
平
和
へ
の
想
い
は
像
の
ポ
ー
ズ
や
表
情

で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
に
向
か
っ
て
指
を

さ
す
右
手
は
「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
」
を
、
水
平
に

伸
ば
し
た
左
手
は
「
平
和
」
を
、
そ
っ
と
閉
じ
た

ま
ぶ
た
は
「
原
爆
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
念
す
る
姿
」

を
表
し
て
い
る
の
で
す
。

平
成
2
年
（
1
9
9
0
）
に
は
、
北
と
ぴ
あ

前
に
も
長
崎
の
平
和
祈
念
像
の
1
／
4
サ
イ
ズ

（
2・4
1
メ
ー
ト
ル
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今

も
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
戦
争
が
続
い
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
は
西
望
さ
ん
が
像
に
託
し
た
想
い

を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「制作中の北村西望さん」
昭和 56 年（1981）には北区初の名誉区民に
選出された。

北村西望作「北とぴあ前の平和祈念像」
この大きさの原型までは西ケ原のアトリ
エで制作された。

北村西望作「平和の女神像」
昭和 49 年（1974）に平和をテーマに
した像が飛鳥山公園内に設置された。
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　戦後 80年が過ぎ、戦争を経験した世代の高齢化が進む中で、これまで北区に寄せられた貴重な資料や体験談を子どもたちに伝えたいという思いで
本誌を編集しました。ご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務部総務課

北区の歴史・自然・文化を学ぶことができる博物館です。
常設展示室では、北区の成り立ちから、古代人のくらし、江戸
時代の名所の発展、さらには荒川の自然の様子まで、さまざま
な展示を見ることができます。
特別展示室では季節ごとに企画展を行っているほか、３階の飛
鳥山アートギャラリーでは北区ゆかりの美術品や伝統工芸作品
を展示しています。また、図録や各種オリジナルグッズを取り
揃えたミュージアムショップ、カフェも併設しています。

◆住　　所：〒 114-0002　 東京都北区王子 1-1-3 
◆電　　話：03-3916-1133（休館日を除く）
◆開館時間：午前 10 時から午後 5 時
　（常設展示室観覧券の発行は午後 4 時 30 分まで）
◆休 館 日 ：毎週月曜日、国民の祝日 ( 休日の場合は開館、
　直後の平日に振替休館 )、年末年始 (12 月 28 日～ 1 月 4 日 )、　
　臨時休館日
◆観 覧 料 ：常設展のみ有料

北区では 10 年ごとに戦争の記憶を語りつぐための周年誌を発行し、
戦争が人、家族、街をどのような過程で変えていったのか、その様子、
体験を様々な面から紹介しています。
過去に発行した周年誌は北区のホームページでみることができます。

◆戦後 60 年誌
　「戦後 60 年　写真で語り継ぐ平和の願い」（左）
　平成 18 年 3 月 15 日 初版発行

◆戦後 70 年誌
　「記憶が紡ぐ平和への願い」（右）
　平成 28 年３月 15 日 初版発行

北区立中央公園内の赤レンガ建物（大正 8 年（1919）築、旧東
京第一陸軍造

ぞう
兵
へい

廠
しょう

（275 号棟））を利用して平成 20 年（2008）
に移転・リニューアルオープンした図書館です。館内でも赤レン
ガ建物で使用されていた柱やガラスなどを見ることができます。
中央図書館 1 階の北区の部屋では “ 北区のことなら何でも分か
る ” 場所として、古い写真や地図・古文書なども所蔵しており、
毎月テーマ展示も行っています。
同じく１階ではドナルド・キーン氏からの寄贈図書「ドナルド・
キーンコレクション」を公開しています。

◆住　　所：〒 114-0033  東京都北区十条台 1-2-5 
◆電　　話：03-5993-1125（休館日を除く）
◆開館時間：平日・土曜日  午前 9 時から午後 8 時まで
　日曜日・祝日  午前 9 時から午後 5 時まで
◆休 館 日 ：第 1・3・5 月曜日 ( 祝休日の場合は翌平日 )
　第 4 木曜日、年末年始（12 月 28 日〜 1 月 4 日）、
　臨時休館日　

北区飛鳥山博物館 北区立中央図書館

行ってみよう！北区について学べる施設

読んでみよう！戦後 60年誌・70年誌
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